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になる(Delumeau 1978 : 27-29)。 






























(Delumeau 1978 : 29)なのだが、ここで言う「個別化された恐怖」とは、ある時代ある文明

































































































































































































































































ている (Kant [1784]1991 : 49)。 
 まさしく「啓蒙とは何か」という同題の文章において、ミシェル・フーコーはこうした




























































おいてプルーストは、全 71 節の原稿の第 28 節目に当たる「休止 Pause」においてテキス
ト全体をⅠとⅡの二部に分け、さらにその下位区分としてそれぞれを A と B の二部に分け
ている。分析者によれば、前半となる第Ⅰ部において説教の中核をなすのは「御業の就任






























































































Se に対する Sa と、もう一つの Se を持つことになるだろう。あるいはまたどれもこれ
も自分が Se だと思うことになる Sa の連鎖…。実演の逆説的な効果によって、あろう





















































































évolutif」と呼んでいる12(Proust 1972 : 137-138)。ここで敢えて、分析者が命名しようと
しない「明示されたイデオロギー」の第一番目の側面を、上記した表の下位の部分に属す
る「人間主義」的な読解からとりあえず機械的に想起してみることも可能かもしれない。

















































































































































































































































































































































6 このようなドリュモーの視線については石引の指摘が参考になる(石引 2001) 。 
7 ドリュモーは彼の研究の先達としてジョルジュ・ルフェーブルとリュシアン・フェーブルという二人の
名前を挙げている(Delumeau 1978 : 12-13)。 
8 この点に関しては「恐怖と歴史家」と題された彼自身のインタビューを参照されたい(Delumeau 1993)。 






















が表現されているというべきである。」(森口 1954 : 111) 










































































































1980 : 34-35)、バタイユは「至高性 souveraineté」という宗教的な紐帯の原理で社会秩序




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































目の章の冒頭で、まだ出版されてもいなかった 1956 年のセミネール「対象関係 relation 
d’objet 」をわざわざ引用していることからも、ラカンの用語法はクリステヴァの著作全般























 クリステヴァが依拠しているバタイユの手稿はたった 5 頁の短いものであり、その内容
を鑑みると、『社会批評』という雑誌に記事を寄稿していたおそらく 1930 年代のものでは



























































































































































































の著作に甚大な示唆を受けている。 (伊達 2010)  
3 クリステヴァは前著『詩的言語の革命』の冒頭ですでに『アンチ・オイディプス』について言及してい
る(Kristeva 1974 : 15)。また、コジェーヴのヘーゲル講義を原点として『アンチ・オイディプス』にま
で連なる現代フランスの思想史については以下の著作が参考になる。本稿で言及するラカン、バタイユ、


















二者の間のものを子になぞらえるのが適当」であるとティマイオスに語らせている。(プラトン 1975)  
5 フランスにおけるオットーの『聖なるもの』の位置づけに関しては、バタイユと「社会学研究会」を組
織したカイヨワが、「宗教心理」についてのオットーの成果を称えた上でデュルケム流に「宗教社会」を
考察すると言っている点に注目されたい。(Caillois 1988)  
6 クリステヴァにおける主体と意味生成の審理過程については『詩的言語の革命』の「意味生成の審理過

























































化に生産的なのだ。その主体の症状は拒絶であり言語活動の再構築である。」(Kristeva 1980 : 57) 
16 ラカンの言う分析家＝聖者はいつでも構造（象徴的な体系）に対して独立しているがゆえに「脱宗教的
な宗教者」であると言えるかもしれない。このことは「無神論者としての聖者」について指摘するメル













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4 心理学者ではないシャルコーの実像に迫ったスワンの論考が参考になる。(Swain 1997) 
5 「同時代人たちがこうしたかなり常軌を逸した現象〔悪魔の憑依〕に与えずにはいられない超自然的な
解釈は、科学的な捜査が自らの探究を拡張するにつれて、近代の科学が自らの征服した領土の限界を押


























対的な欠如が崇高な俳優を準備するのです。」(Diderot [1830]1988 : 281)ちなみにこの後は以下のように
続く。「役者の涙はその脳から降りてきますが、感じやすい人間の涙はそのこころから上がってきます。」









































































だが、彼はそこに 347 劇場を作った。 
 







のあるマックス・モーレイは二代目の支配人であり、1899 年から 1914 年までその任務に




































































をおろそかにしたと私を咎めるのです。(Traversi 1928 : 39) 
 



































































































































































































































































































































































































































































①「すっごーい、だぁれも通らない！」(C’est épatant, il ne passe personne !) 
②〔「家具つきホテルの一室、地上階」〕／「こんなやつはウチに泊まりに来るのかな…」／












ンセンヌ Vincennes」／「カプール Capoul」／／『ル・ソワール』Le Soir、「デュボワ
おばさんは 20 フランの硬貨でいっぱいになった小さな小物入れを持っていた。彼女はか























































































／「とっても心地良い見世物 spectacle bien agréable」／「かわいそうないたずらっ子たち





































































































































































































































ギニョルの研究書の主要なものとして、フランス語では PIERRON(2002)があり、英語では HAND, 
WILSON(2002, 2005)があり、邦語では真野(2010, 2011, 2012)や藤井(2010)などがある。なお、本節の
記述に関して、元テレビ局の職員で、1997 年にピエロン(1995)所収の戯曲テキストに基づいてグラン・
ギニョルの演劇を再現したビデオ映画を製作した Pierre B. REINHARD 氏へのインタビューによって
得られた知見を適宜参照したことを付け加えておく。 
2 この碑文の内容は 2005 年当時のものである。ちなみにここで列挙されている固有名詞などを見る限り、
これは本節で取り扱っているトラヴェルシの著作を参考にしていると推測できる。 
3 「このジャンル――戦慄の劇場――は、批評家や観衆にた易く認められることはない。それは長いこと





に抜け出せたということははっきりと認めざるを得ない」(Traversi 1928 : 51)。 
6 病院について補足すれば、ド・ロルドには裕福なハンセン氏病患者収容施設に強盗が入って出られなく
なるという筋書きの『緩慢な死の城』という戯曲がある。 







ャプタル通りの些細なホラーが成すことからあなたは何を望むというのか？」(Traversi 1928 : 43) 
9 ピエロンは縁日の口上の型に則った『あいつだ！』の宣伝文句を紹介している。「少しも作りものでない
筋書きで、〔／〕戯曲はブルジョワたちに証明するのだ、〔／〕悪徳はときになることもある、〔／〕正義
の補助というものに！」(Pierron 1995 : 2) 
10 ピエロンは『あいつだ！』の解題で「当時流行った表現を使えば、観客は『ぐっとさせられる』、彼ら
が見ているものとの距離をなにもかも失くすときに。これこそが恐怖劇の到来である。」と「グラン・ギ


















のが見出せる。」(Traversi 1928 : 10) 












差し。」(de Lorde 1903) 
20 当時の言い方では「精神異常者」はフランス語の原語で aliéné であり、彼らに対する「精神科医」は
alieniste である。現行の言い方としての「精神病者」はフランス語の原語で psychose であり、彼らに
対する「精神科医」は psychiatre である。「精神異常」を aliénation mentale と言ったピネルの時代以
来の歴史的背景を持つ原語の含意を残すために、ここでは aliéné と psychose を訳し分けている。 











は 18 世紀半ばのイギリスの精神病院ベドラムを舞台にしており、後者は 19 世紀初頭のフランスの精神
病院シャラントンを舞台にしており、どちらの作品でも収容されている患者たちが訪問客の見世物にさ
れる場面が描かれている。 















































   それにまた、人は彼をこう呼ぶ、「テロルの申し子」と。というのもいかなる者もよ
りよくこの称号に与る術を知らないであろうから。 




   それにまた、まったく若くして、アンドレ・ド・ロルドは受勲し、著名であり、すで
にして彼は背後に栄光ある過去を持っているのだ。 
 104 











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































た目に異常の徴候があるなら、うまく行くだろうがね。(de Lorde 1909 : 87-88) 
 


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































   おかしいわね、私には聞こえているのよ、あなたが部屋にいるみたいに(Cocteau 














































   ただ、お分かりでしょうけど、お話して、お話ししてさえいれば、考えなくて済む
わ、沈黙して、受話器を置いて、空虚の中に、暗闇の中に、また落ちていかなけれ
ばならないなんて(Cocteau 1995 : 1105) 
 
   覚えているでしょう、イヴォンヌが尋ねたの、ねじくれたコードの中をどうやって
声が通れるのかって。首の周りにコードを巻いているの。首の周りであなたの声が



















































































































































































































































2 1857 年初版となるシャルル・ボードレールのフランス語訳の題名は Le Démon de la Perversité である。





































戯曲作品がある。(Pierron 1995 : 1403-1424) 
10 『謎めいた男』は 1910 年にサラ＝ベルナール劇場で、『眠る女』は 1901 年にオデオン座で、『目に見
えないもの』は 1912 年にアンビギュ座でそれぞれ初演された。『無罪放免の女』は、ド・ロルドの戯曲
集に収録されているものの上演記録は記載されていない。(de Lorde 1919 : 187) 
11 『血の接吻』は 1937 年にグラン・ギニョル劇場で上演された。 
12 『当直の外科医』は 1905 年にグラン・ギニョル劇場で上演された。 
13 ピエロンが挙げているのは『強迫』(1905)、『サルペトリエール講義』(1908)、『おぞましい実験』(1910)、
『謎めいた男』、『目に見えないもの』、それに上演記録のない『狂人館の犯罪』と『やぶ医者』の七作品
である(Pierron 1995 : ⅩⅩⅩⅦ-ⅩⅩⅩⅧ)。 






病理学的な症状を悪魔の影響に割り当てていた(Wittkop 1979 : 24)。」 
16 ド・ロルドの『怪物画廊』には「殺す権利」と題された断章があり、彼はそこで死を願う患者の逸話を
報告している。医師には不知の病に苦しむ患者の要望に応えることができず、その代わりに母親が安楽死
のつもりで自分の娘を殺すという話である。(de Lorde 1922 : 21-25) 
17 『獣人』において、ランチエは殺人の衝動に駆られると「別人格」や「獣」が自分の中に入ってくると
いう自覚症状を訴える。(Zola 1893 : 264-265, 372) 
18 グラン・ギニョルに登場する電話装置の文化史的な背景については以下の論考を参照されたい。
(Pradier 1998 : 109-112) 
19 電話装置が媒介する「声」の意味論については以下の著作を参照されたい。(吉見 1995) 
20 この点に関して、『声』の訳者である渡辺守章の「解題」にその演出効果についての指摘がある。(渡辺 
2010 : 195) 



















































































les mières』（貧しい人びと）から『レ・ミゼラブル les misérables』（悲惨な人びと）へと
変化している。シュヴァリエは、こうした題名の変化と、強調されるテーマが作者の意図
しないところで「貧困」から「犯罪」へと移行して行くこととは不可分ではないと指摘し


















14 から 18 世紀の「攻囲された都市」と 19 世紀前半の「病める都市」 
 ドリュモーは『西欧の恐怖』の「序論」の最後で、初版の副題である「攻囲された都市




























言っている(Delumeau 1978 : 12)。 
 また、シュヴァリエはその著書の「総論」において、19 世紀前半のパリを伝統的な歴史

































14 から 18 世紀の西欧では、聖職者たちが教会で、サタンとその代理人たちが当時の「不幸」
や「死」の直接的な原因であるとして教え込むことによって、キリスト教的な教化を促進
していた。具体的には、彼らは自分たちの教区民に対して、ペストや飢饉といった「死の
包括的な脅威」は、実は「トルコ人 Turcs、ユダヤ人 Juifs、女性 femmes（魔女 sorcières）、
異端者 hérétiques」の仕業であるとして、自分たちの「敵」を名指しすることでその権威
を維持しようとしていた。 









































するやいなや、この善は悪となった。(プルースト 1979 : ⅴ-ⅵ) 
 

















(Chevalier 1958 : 42) 
 





















































































2013 年 3 月某日 
今年も春の嵐が吹く、仙台にて         










































































































                                                  









































































































































































































































資料 2 『あいつだ！』および『グドロン博士とプリュム教授の療法』(部分訳) 
 
【解説】 

























































































































































































































































付録 3 『強迫、あるいは二つの強制力』(全訳) 
 
【解説】 
   アンドレ・ド・ロルド、アルフレッド・ビネ、マックス・モーレイ作『強迫、あるいは二つの強制











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 マルト （ランプを手に、出し抜けに入りながら）あなた何をしてるの？ 
 ジャン （立ち止まって口ごもりながら）僕なら…何も…僕は… 
 マルト おじさんは帰ったの？ 
 ジャン ああ… 
 マルト それじゃ、あなた来て寝るわね？ 






 マドレーヌの声 （右手の部屋で）あれ！パパだ！ 
















































付録 4 『電話口で…』(全訳) 
 
【解説】 
   シャルル・フォレイ、アンドレ・ド・ロルド作『電話口で…』は 1901 年にアントワーヌ劇場で初演









 1901 年 11 月 27 日（アンドレ・アントワーヌはマレックス役を演じた）にアントワーヌ劇場で初演され




















＊ ＊ ＊ 
 
   田舎にて。―シェネ家の城館、マレックスの家。―地上階の客室。―奥に、フランス窓、庭に向か
って開いている。―フランス窓のそれぞれの側に、一つの窓。―右手と左手にドア。―左手に、火の


















も 6 時 15 分前には来るようにって。 
マルト 時間はまだあるわ。 
マレックス ぎりぎりだ。 
マルト 20 分以内にセルヴォンに行けますよ。 
マレックス うまいこと行くようにしなくちゃな…。 
ナネット ええ！旦那さま、ペランの馬たちはよく走りますから。 








































































































































































り出す。ナネットに）あなたに 20 フラン渡したわね、昨日？ 
ナネット はい、奥さま。 
マルト いいわ…（彼女は計算をする）パン屋に支払いはしたわね？ 
ナネット はい、奥さま…6 フラン 10 スー。 





































































































































































































































































































マレックス 1857 年もの！ 
リヴォワール 絶品だぞ！ 
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